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本報告書は 2011 年 10 月 9 日に開催された「第 1 回シビックプライド会議」の講演内

容をまとめたものである。 

 

開催概要 

日 時 2011 年 10 月 9 日（日） 

時 間 10：00～18：00 

場 所 東京理科大学 森戸記念館 

主 催 シビックプライド研究会 

伊藤香織（東京理科大学理工学部建築学科准教授） 

紫牟田伸子（プロジェクトエディター、SJ 主宰） 

太田浩史（建築家、東京大学生産技術研究所講師） 

榎本元（読売広告社都市生活研究所所長） 

太田あゆみ（読売広告社都市生活研究所ディレクター） 

武田重昭（兵庫県立人と自然の博物館研究員） 

田井中慎（4CYCLE 主宰） 

韓亜由美（Studio Han Design 代表，アーバンスケープアーキテクト）ほか 

後 援 東京理科大学大学院理工学研究科 

協 賛 公益財団法人ハイライフ研究所、株式会社読売広告社 
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開会のあいさつ 

おはようございます。本日は連休の中日にも関わ

らず、大勢の皆さんにお越しいただき、ありがとう

ございます。参加を希望していただいた方が非常

に多くて満席状態になっています。長丁場ですの

で休憩を挟みながら進めていこうと思います。 

本日は、日本の各地から、そしてイギリスから、非

常にユニークでクリエイティブな試みをされている

方々にスピーカーとしておいでいただいておりま

す。スピーカーの皆さんのお話を伺うのを私自身

とても楽しみにしています。 

さて、最初に少しシビックプライド研究会のお話を

いたしたいと思います。私達シビックプライド研究

会は 2006 年に活動を始めました。私は都市計

画・都市デザインが専門分野ですが、魅力的な都

市を作っていくには、いろいろな分野の人達の力

が必要であること、また他の分野の人々がどのよう

な専門性を持っているのかを私自身が知りたいと

いう思いもあり、当時日本デザインセンターチーフ

ディレクターだった紫牟田伸子さんにご相談をし

て、研究会を始めることになりました。現在は、建

築、デザイン、広告、アート、ランドスケープ、とい

ろいろな分野のメンバーの集まりになっています。 

2006 年に研究会を始めた時点で「シビックプライ

ド」という言葉は持っていたのですが、そのことと、

まちに表れてくるデザインとの関係など、自分たち

が研究会として何を取り扱うのかということははっ

きりと見えないまま、とにかく気になる事例を集め

ていきました。この事例は魅力的だけどどのような

意味があるのだろう、この事例は自分たちの扱い

たい対象とは異なるのではないか、といったディス

カッションを長い間くり返し、その中で、対象の形

がぼんやりと見えてきました。また、まちづくり、も

のづくり、都市ブランディングなどと重なる部分や

異なる部分についてもディスカッションしてきまし

た。3 回のヨーロッパ調査にも行きました。それを

2008 年『シビックプライド：都市のコミュニケーショ

ンをデザインする』という本にまとめて出版すること

ができました。 

多くの方々に読んで頂きまして、「これが私のやり

たいことだった！」という共感の声もたくさんいただ

きましたし、一方で、日本とヨーロッパとでは状況

が違うから、そのままの方法では日本では使えな

い、というご意見もいただきました。そのようなこと

もあって、出版後は研究会では日本での事例に

ついてのディスカッションが多くなりました。前置き

が長くなりましたが、それが、本日の「シビックプラ

イド会議」につながっているわけです。本日はヨー

ロッパの事例と日本の試みをつなげていきながら、

日本のシビックプライドの在りようであるとか、それ

を伝え共有していく方法を、みなさんと一緒に考

えていけたらと思っております。 

今年の 3 月 11 日に東北地方太平洋沖地震が起

き、その日を境に世界の見え方が変わってしまっ

たように思います。それは未だに日本の社会に非

常に大きな影を落としていますが、一方で、震災

を機に見えてきた日本のコミュニティのつながりで

あるとか、共有されている風景であるとか、危機に

際して発揮されるクリエイティビティとか、また離れ

た地域の人たち同士がどうつながっていくのか、

そういったものが見えてきたような気がします。本

日は残念ながら、結果的に東北地方からのスピー

カーをお呼びすることはできなかったのですが、

我々に共通する問題だと思いますので、そういっ

た背景も踏まえながら一緒にディスカッションを進

めていただければと思います。それでは、一日よ

ろしくお願いします。 

 

伊藤香織（シビックプライド研究会） 
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基調講演 

イギリスにおけるシビックプライドを醸成する空間と情報のデザイン 
マイク・ローリンソン （デザイン・プランナー、City ID ディレクター） 

 
日本における地域社会の崩壊とシビックプライド醸成の必要性 

三浦展（マーケティング・アナリスト、カルチャースタディーズ研究所主宰） 
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イギリスにおけるシビックプライドを醸成する空間と情報のデザイン 

世界の都市で情報デザインを手がけるマイク・ロ

ーリンソン氏から、「イギリスにおけるシビックプラ

イドを醸成する空間と情報のデザイン」について、

前半は都市のコレオグラフィ、すなわち、まちが

どうアイデンティティを確立し、都市開発がなされ

るかについての考え方や手法の理論について、

後半はケーススタディについて報告があった。 

 発表者プロフィール 

マイク・ローリンソン 

デザイン・プランナー。City ID の創設ディレクタ

ーとして、多分野のチームを率いて英国ブリスト

ルを拠点に活動。複雑な都市環境において、ユ

ーザー中心の都市デザインと多用な交通に関わ

る情報プログラムを展開して、世界的な評判を得

て い る 。 特 に 、 「 わ か り や す い 都 市 （ legible 
city）」のコンセプトを掲げた一連のプロジェクトは、

都市のアイデンティティ、経路探索、交通システ

ムの統合的デザインによって、人々の都市体験と

移動に対する理解の改善を目指すもので、ブリス

トルを始めとして多くの都市で成功を修めている。

その他にも、バース、バーミンガム、ダブリン、ロ

ンドン、ミルトンキーンズ、ニューカッスル、シェフ

ィールド、サザンプトン、サンダーランド、アブダビ、

リオデジャネイロなど、英国内外の多くの都市で

プロジェクトを手がけている。 

 講演 

まちがどうアイデンティティを確立し、都市開発が

なされるのかという、都市のコレオグラフィについ

て話をしたい。我々CityID はデザインを始める

前に “Thinking, Idea, Planning, Direction”

を綿密に行う手法を大切にしている。 

ウォーカブルシティ（歩き回れる都市） 
まちをつくるときには、ウォーカブルシティ（歩き

回れる都市）という考え方で、空間の意味づけを

行い、複合的な都市の見方を意識している。そし

て、参加を促す、巻き込む、主体となるというプロ

セスを大切にしている。参加することで、自分が

担っているという意識が育つ。また、人々が空間

をつくるという考えから、どのような人を巻き込ん

でいくかという場づくりを大切にしている。そのた

め、プロジェクトに関わる際には、それぞれのまち

に事務所をおくスタイルとしている。 

メンタルマッピング 
メンタルマッピングというプロセスは、住民がどの

ような視点でまちを見ているかを考えるものだ。

調査、インタビュー、フォーカスグループという段

階を経ている。すべての重要な要素をテストし、

反応を得るようにしている。都市の構造やその要

員を理解することを大切にしている。空間は物語

をもっているので、その場所要素や移動、位置づ

けを解析していくことが重要である。 
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この図（Fig.1）は公共空間における情報と移動

のコンセプト図で、中央にあるのはパブリックライ

フである。まず、どのように人々が行動し、移動し

ているかを見ていく。次に、その行動を促す情報

がどのように伝達され、使われているのかをみる。

そして、まちや移動する空間でどのような経験を

しているか、リアルな感覚は何かを見ていき、最

後に、都市のアイデンティティやわかりやすさ、メ

ッセージは何か、人と情報と空間の意味から見て

いき、キャンバス化していくという図である。 

 
Fig. 1 

この図（Fig.2）は都市を構成する要員を分析した

もので、空間、環境、社会、経済の 4 つの利点か

ら、都市のもつ DNA が明らかになる。これは都

市間競争における指標となる重要なものである。 

 
Fig. 2 

都市における移動や情報の扱われ方として、一

般的なポスターだけでなく、デジタルな情報をど

のように人々に与えるかを考えている。イギリスで

は、第一には行政機関が都市の魅力を発信して

いるが、ソーシャルネットワークも発展しており、さ

まざまな方向から人々は情報を得ている。地図を

作るにしても、行政や地図の会社だけでなく、ソ

ーシャルネットワークでの情報も活用する。固定

化されたメディアだけでなく、ダイナミックで変化

する情報を入れていくようにしている。都市そのも

のがデータとして持っている情報以上に、そこに

含まれている情報が重要だと考えている。 

都市を訪れる人の中にも、いくつか特徴があるの

ではないかと考えている。滞在時間という切り口

で考えると、ビジネスマンには効率的に必要な情

報を、時間に余裕がある人にはゆったりと自由に

情報に触れられるようにすべきであり、ユーザー

のニーズに敏感であるように心がけている。また、

都市を訪れた人の行動パターンを見るときには、

移動の計画時や移動中、特に歩行する際にどの

ような情報に触れるかを大切にしている。そして、

移動手段にも色々なモードがあり、歩行や電車

など複合的に組み合わせる際に、時間やタイミン

グなど、どのような情報の出し方が望まれるのか

を考えている。 

情報のクラスを描いてみると、ファーストパーティ

ーは政府・自治体、セカンドパーティーは交通機

関を提供するインフラ業者など、サードパーティ

ーはテクノロジーをつくる商業的企業などになる。

都市をデザインする際には、さまざまなパートナ

ーを巻き込むため、コンセプトの一貫性が保たれ

るようコミュニケーションをとりながらプロジェクトを

進めている。 

ワン・ネットワーク 
ワン・ネットワークという考えでは、交通機関を個

別のものではなく、いくつかの統合したネットワー

クとしてみている。ネットワークをプロダクトのタイ

ポロジーによって具現化していく。 

公的交通機関のプロダクト開発では、コンセプト

を作る際、広域に、郊外にも発展していけるよう

拡張性を意識し、色々なモードを提供している。 

空間が持つ意味を読み取る 
セミオスティック・コード、つまり空間が持つ意味

を読み取ることを大切にしている。サブリミナルサ

インなどから読み解けるイメージ、情報を読み解

くツール、空間の持つ隠されたサインを読み取り、
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それを読み取るためにサインで誘導することが必

要となる。ケビン・リンチも同様のアプローチをし

ている。 

分かりやすさを大切にしながら、都市特有のデザ

インを盛り込んでいくことも重要である。都市と結

びついたデザインでありながら、ユニバーサルな

デザインであることが必要である。わかりやすさ、

直観性を大事にして、住んでいる人に自然な形

でデザインをしていくこと、まちならではのアイデ

ンティティ、愛着を感じられることが大切だと考え

ている。住民が関わったと感じられるデザインを

行っていくことが大切だと思う。 
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日本における地域社会の崩壊とシビックプライド醸成の必要性 

消費社会研究家、マーケティング・アナリストであ

る三浦展（みうら あつし）氏より、「日本における

地域社会の崩壊とシビックプライド醸成の必要性」

というテーマで基調講演が行われた。氏は、著書

「愛国消費」（三浦展、徳間書店、2010）の中で、

でシビックプライドの考えを、これからの時代に非

常に必要な考え方だと紹介している。 

 発表者プロフィール 

三浦 展 

消費社会研究家、マーケティング・アナリスト。

1958 年生まれ。82 年、一橋大学社会学部卒業。

（株）パルコ入社。マーケティング情報誌『アクロ

ス』編集室勤務。同誌編集長。90 年、三菱総合研

究所入社。99 年、「カルチャースタディーズ研究

所」設立。団塊ジュニア世代、団塊世代などの世

代マーケティングを中心に調査を行うほか、家族、

若者、階層、都市などを研究し、新しい社会デザ

インを提案し、各方面から注目されている。著書

に、80 万部のベストセラー『下流社会』のほか、消

費論として『シンプル族の反乱』、教育論として『格

差が遺伝する！』『下流大学が日本を滅ぼす！』、

都市論、郊外論として『「家族」と「幸福」の戦後

史』『ファスト風土化する日本』『奇跡の団地 阿佐

ヶ谷住宅』『吉祥寺スタイル』『高円寺 東京新女

子街』『スカイツリー東京下町散歩』など多数。 

 講演 

震災が日本の風景を変えたのか 
“震災によって我々の目に映る風景が変わってし

まった”と言われるが、もともと、東北に象徴される

地方は、過去 20 年あまり、津波のような、時代の

流れに流されていたのではないか。 

この写真（Fig.3）は、道路沿いに、ショッピングモ

ール、自動車販売店、家電量販店などが見える

が、これらは非常に典型的なファスト風土化した

風景である。撮影場所は秋田県横手市だが、日

本中どこにでもある風景であり、これが今の日本

の現実である。これまでの経済の変化によって、じ

わじわと 10 年、20 年かけて商店街、中心市街地

がなくなっていったのである。 

 
Fig. 3 

群馬県太田市の駅前商店街は、郊外にショッピン

グモールが出来たことによってシャッター通りにな

った。その空き店舗へ風俗店がオープンしたとこ
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ろ、次々に周囲にも同業の店がオープンして一大

風俗店街となってしまった（Fig.4）。この 10 年 20
年で起こっているこれらの出来事は、震災にまさ

る風景の変化である。そして、まさにシビックプライ

ドを喪失させる流れではないだろうか。 

 
Fig. 4 

消費社会の変遷 
消費社会を第 1 段階～第 4 段階で表すと、今まさ

に第 4 段階に入ってきているのではないか。第 4
の消費の軸となる価値は、街、人、コミュニティと

いったシビックプライドに関係するものである。こ

れまでの第 3 段階において大切にされた価値は、

自分らしさ、個性化という“個人”、さらに前の第 2
段階ではマイホームを持つことに代表される“家”

単位の価値、そして第1段階で優先された価値は

“お国”である。第 4 の消費社会においては、家、

個人をふまえて、それらの矛盾を解決する社会、

消費を超えた“共費”社会がやってくると考えてい

る。 

“共費”社会とシビックプライド 
共費時代の特徴はシンプル志向やシェア志向で

ある。共有、共感しあえる、共同利用するという指

向性である。プライドというのは、誇りあるいは愛着

といった、譲れない価値なのだと思う。言い換える

ならば、お互いが承認されたい、認め合いたい、

ということではないだろうか。だから、これから目指

すべき社会は、シンプルな暮らしをして、ローカル

な価値を大事にして、かつ価値や物をシェアして、

お互いに認め合える、というイメージだと思う。 

都市の魅力を見直す流れ 
“昔より今が良い。将来はもっとよくなる”という時

間軸の優位性が低下し、相対的に空間軸の価値

がせりあがってきている。すると、近代的な都市ほ

ど良く、前近代的な農村はダメという価値が変わ

っていくことになる。都市も田舎も、銀座も高円寺

も、パラレルな存在になり、それぞれが良いという

ことになる。それぞれの地元を見直すような流れ

が生みだされている。 

シェアハウスに代表される“共費”社会の価

値観 
最近注目を集めている、人々が集まって共同で

暮らすシェアハウスには、現代の社会が求めるメリ

ットが詰まっている。エコノミーでありエコロジー、

そしてセキュリティと、コミュニティがある。シェアハ

ウスは、これから我々が作りたいと思っている社会

のエッセンスをいちはやく実現していると言える。

このように、市民が自分たちの力とわずかなお金

で富を分配するシステムを考え出すことができると

いうのが、シビックプライドの根本ではないかと思

う。 

 

Fig. 5 

プライドを支える都市・雇用を生み出す 
今後のシビックプライドを考える上では、郊外をど

うするかが課題になると考えられる。例えば、隣の

家が空いたらその土地を買って、あるいは庭を共

有し、住民全体の庭にする。あるいはコミュニティ

ガーデンでも良い。私有という発想にとらわれなけ

れば、もっとよい田園都市が出来ていくのではな

いだろうか。またプライドが育っても、仕事が無くて

は意味がない。単に住むためだけの住宅地では

なく、雇用、仕事を作っていき、ある意味では都市

化していくことが重要であると考える。 
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ケーススタディとディスカッション 

 
アイデンティティをデリバリーする 鈴木功×迫一成 

都市情報をデリバリーする 渡辺保史×韓亜由美 

都市景観でデリバリーする 西村浩×島津勝弘 

教育・ワークショップでデリバリーする 加藤文俊×河田祥司 

行政の立場でデリバリーを編集する 椿辰一郎×長谷部文子 
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アイデンティティをデリバリーする：鈴木功×迫一成 

 発表者プロフィール 

鈴木 功 

1967 年名古屋市生まれ。愛知県立美術大学卒

後、アドビシステムズ株式会社を経て、2001 年タ

イププロジェクトを設立。デザイン誌『AXIS』のた

めに制作した「AXIS フォント」で 2003 年グッドデ

ザイン賞受賞。2009 年より都市フォント制作を開

始。現在、「AXIS 明朝」と都市フォントの実現に

向けた活動を行う。 

迫 一成 

1978 年福岡県生まれ。新潟大学卒。2001 年クリ

エイト集団「ヒッコリースリートラベラーズ」を結成。

「日常を楽しもう」のコンセプトで、新潟市上古町

商店街の店舗で衣類・雑貨・土産品などの制作・

販売、各種デザイン、企画を行う。現在、上古町

商店街理事。 

 都市フォントプロジェクト 

発表者 鈴木 功 

私たちは書体をつくるデザイナーとエンジニアに

よる小さな書体メーカーだ。その土地の風景や言

葉、料理の味などの地域性を文字のかたちに置

き換えて表現できるのではないか。そして、その

文字がその地域のさまざまな場所で活躍できたら

いいと考え、「まちから生まれ、まちで育つ文字」

づくりとして 2009 年から取り組んでいるのが「都市

フォントプロジェクト」である。試作を都市フォントの

専門サイト（http://www.cityfont.com/）で発表し

ている。横浜開港 150 周年を機に試作した「ハマ

明朝」（Fig.6）は、横浜港に停泊している氷川丸

のフォルムを漢字の横角に取り入れてみたり、碇

のかたちを文字に置き換えてみたりしている。地

域の雰囲気を通す横軸のようなものとして、文字

が都市の中で活躍できると良いと思っている。 

 
Fig. 6 

名古屋で展開しているのが「金シャチフォントプロ

ジェクト」だ。「金シャチ明朝」（Fig.7）は名古屋の

ちょっと装飾的でゴージャスな感じが伝わると良い

と思っている。金の鯱はもちろんのこと、名古屋嬢

のくるんとした巻き髪「名古屋巻き」のかわいくて

豪華な感じもイメージしている。同時に、明朝体と

いう書体のカテゴリーに対する挑戦でもある。 

金シャ チ明 朝から派 生 した「金シ ャ チ黒字」

（Fig.8）は、名古屋弁かるた用の文字制作のため、
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名古屋の市章として 100 年以上使われている丸

八マーク（Fig.9）の筆遣いを使ってデザインした。

こってりした八丁味噌の味が出ていると思う。標準

語に適した文字と、土地柄を表す文字というのは

違って当然ではないだろうか。書体は土地柄と言

葉を繋げることができるのだと思う。 

 

   
Fig. 7                Fig. 8                 Fig. 9 

 

 新潟市上古町商店街のアイデンティティ 

発表者 迫 一成 

ヒッコリースリートラベラーズというクリエイト集団は

現在７人。上古町商店街内の店舗では、T シャツ、

手ぬぐい、ノート、おむすび、ジャムなどさまざまな

ものを販売している。人気のお饅頭（Fig.10）は近

くの和菓子屋さんにつくってもらっているもので、

結婚式のプチギフトとして全国に発送している。 

 
Fig. 10       Fig. 11 

 
Fig. 12 

店舗はもともと酒屋で、築 80 年の建物（Fig.12）。

そもそもはこの向かいにスペースを借りていたが、

酒屋が閉まるというので買い取った。１階は店舗、

２階でワークショップや教室などを開いている。 

 

上古町商店街のロゴマーク（Fig.11）は、6 年ほど

前に勝手につくったものだが、いま商店街全体で

使われている。チラシ、地図、トイレシールなども

つくっている。 

地図新聞などをつくるということは残すということで

もあり、自分たちがやってきたことも振り返ることが

できる。商店街は記録が何もないのが問題だと思

うので、積極的に印刷物をつくったり、記事を書い

たりしている。活動を始めた頃は 20 ほどあった空

き店舗が、現在は 1 つか 2 つ。これほど増えた商

店街も珍しいので全国から視察が来る。自分たち

が楽しみながらうまくいっているところを見せれば、

可能性を感じて興味をもった人たちが出店してく

れるだろうと思っていた。 

 ディスカッション 

「地域には、等身大の文字というか、その都市にフ

ィットする、歴史とか雰囲気にふさわしい文字があ

るのだと思う」という鈴木氏は、地元企業や大学な

どで積極的に使ってもらいながら、「じわじわ浸透

して、誰かが知らないところで使っていた、という

感じで風景少しずつ変って行くというのがひとつ

の理想」と述べた。迫氏は、若者を呼び込もうとい

う意識ではなく、「人がいないと寂しいと商店街の

人が言っていたので、みんなが楽しそうだなと思

ってくれれば自分もやってみようという人も増える

だろうと思って（自分の活動を）始めた」と述べて

いる。共有することで少しずつ地域の気持ちが醸
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成されるという点で意見は一致しており、 “楽しむ

／楽しんでもらう”“自然と使ってみる／自分もや

ってみよう”という気持ちを醸成していくツールとそ

の活用の仕方について話し合った。また、そのデ

ザインについては、「新潟的であり新潟的でないこ

と。新潟にとっては非日常でちょっと面白いんだ

けど、外の人にとっては新潟っぽい、というバラン

スがすごく大事」（迫氏）、「地元ではカッコ悪いと

思っていたものが、外に持っていったら、カッコい

いと言われたというのが割とあって、それがシビッ

クプライドの鍵のひとつになるのじゃないかという

気がしている」（鈴木氏）とそれぞれ述べた。 

（モデレーター＝紫牟田 伸子） 
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都市情報をデリバリーする：渡辺保史×韓亜由美 

 発表者プロフィール 

渡辺 保史 

ジャーナリスト兼プランナー。2008 年、北海道大

学 科 学 技 術 コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー 養 成 ユ ニ ッ ト

（CoSTEP）の特任准教授に着任、2011 年より同

大学院地球環境科学研究院上級コーディネータ

ー。環境科学のアウトリーチや社会連携プログラ

ムを担当している。 

韓 亜由美 

アーバンスケープアーキテクト／Studio Han 
Design 代表。現代都市をフィールドに人間らしく

生きられる棲息環境、ヒトの活動を支える生態系

を構築するため、デザインの領域を超えて新たな

アーキテクチャを提起、実践している。 

 情報デザイン  
〜街を自分たちごとにする 

発表者 渡辺 保史 

シビックプライドは、ある種の当事者意識を育てる

ということであり、「自分たちごと」がキーワードとな

ると考えている。街は他人事ではなく、ましてや自

分ごとでもなく、自分たちという複数形で積極的に

関わって育てていく、良いものに変えていく、とい

うことだ。一例をあげると、秋田でのご当地版モノ

ポリーが挙げられる。これは個人がブログで作りた

いと発信して、賛同者を集め、1 年かけて作ったと

いういきさつがある。モノポリーというグローバルス

タンダードを秋田へローカライゼーションしたとい

う、非常に面白いシビックプライドにつながるような

動きである、と考えている。こういった動きは、地域

を対象とした活動だけではなく大学のような小さな

コミュニティをフィールドとした取り組みも含まれ

る。 

また、初音ミクのようなコンシューマー・ジェネレイ

テッド・メディア（CGM）など市民がクリエイティブ

に な れ る 環 境 づ く り も 興 味 深 い 動 き で あ る

（Fig.13）。 

 
Fig. 13 

 パブリックスペースを活かす 

発表者 韓 亜由美 

長い間土木の業務に関わってきた中で、この土木

や道路空間こそが、まず活かすべきパブリックス

ペースではないだろうかと考えている。日本の都

市の中には市民性に支えられていない、形骸化
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されたパブリックスペースが多数存在してしまって

いる。例えば工事現場はもしかしたらライブな都

市の風景であって、資源ではないかと考えると、

パブリックスペースとして活かせるのではないかと

いう思いがあり、「工事中景」と名づけて工事現場

のデザインに関わり始めた（Fig.14）。しかし、工

事中景をやってもすぐにはコミュニティには届けら

れない。あくまでもきっかけを作っているだけであ

り、どうやって地域の人に受け止めてもらえるかを

考えるのが大切だと考える。完成後のその先へ、

工事中のできごとの積み重ねのバトンを渡してい

きたいという想いもあり、市民へのデリバリーとロー

ルシフトの仕方が重要になってくる。つまり地域の

人が主役なんだということを伝えていきたい。 

 

Fig. 14 

 ディスカッション 

ディスカッションでは、都市におけるデリバリーの

あり方について議論を行った。韓氏からは「都市

に生きる人々の多様性を担保すること」というキー

ワードが出された。その多様性を担保する参加、

巻き込み仕掛けとしてのコミュニケーションが重要

である、との考えが述べられた。渡辺氏からはデリ

バリーとは「シビックプライドを育てるための支援ツ

ールとか環境をデザインするということ。学び合っ

ていく人達の関係性が豊かになっていく普遍的な

方法論という意味で、CGM 的なものは実はツー

ルが重要ということではなくて概念として重要であ

る。」との意見が出された。最後にリアルな人と人

のつながりの重要性を前提にしながら、「ワークシ

ョップ的な人の関わり合いとソーシャルメディア的

なコミュニケーションをどうやってつなげるかが課

題。そのためのテクノロジー的なアプローチも必

要であり、フィジカルとデジタルを組み合わせた新

しい人の関わり方のツールかメソッドへの取り組み

を引き続き考えたい。」と今後の課題が提示され

た。 

（モデレーター＝田井中 慎）
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都市景観でデリバリーする：西村浩×島津勝弘 

 発表者プロフィール 

西村 浩 

株式会社ワークヴィジョンズ代表。1967 年佐賀県

生まれ / 東京大学工学部土木工学科卒業、東

京大学大学院工学系研究科修士課程修了後、

設計事務所勤務を経て 1999 年ワークヴィジョン

ズ設立。建築・土木・まちづくり等、常に「まち」を

視野に入れ、分野を越えてモノづくりに取り組む。 

島津 勝弘 

クリエイティブディレクター。1959 年富山県生ま

れ。1998 年島津環境グラフィックスを設立。2006 
年、富山ライトレール・PORTRAM トータルデザイ

ン で 、 GOOD-DESIGN 賞  BEST-15/ 金 賞 、

SDA 賞サインデザイン大賞を受賞。 

 まちの居場所 

発表者 西村 浩 

出身地の佐賀は商店街もシャッター街になってお

り、青空駐車場が 30〜40%を占めている。この駐

車場が原っぱのようになったらいいと考え、子供

たちと芝を貼った。駐車場が原っぱになると隣接

している建物はその原っぱに開きたくなり、リノベ

ーションやコンバージョンの意欲がわいてくる。

「わいわいコンテナプロジェクト」（Fig.15）ではコ

ンテナを持って来て、中に 300 冊ほどの雑誌をお

いて、その前に芝生の広場を子供たちと一緒に

作った。市民と商店街をダイレクトにつなぐのでは

なく、原っぱを仲立ちにして居場所をつくり、それ

が商店街の賑わいに寄与するのではないか、と思

っている。子供たちが芝生を走り回ったり、地元の

餃子屋が広告に使ったり、市民が自分でアイディ

アを出して活用している状況である。コンテナは

地元の建設会社が自費で作り、それを行政にリー

スしているのだが、このような仕組みを作り、「空き

地が増えるとまちが賑わう」というようにならないか、

と思っている。モノをつくる人間として、モノをつく

るだけではそのモノ自体が走らなくなっていると思

っており、人を巻き込み、そこにコトを起こすことが

大事だと考えている。 

 
Fig. 15 

 富山市 LRT 構想へのデザインサポート 

発表者 島津 勝弘 

富山の LRT 事業では関係者がたくさんいるので、

そのバランスを取るのが仕事だと思っている。

LRT のデザインを手がけたが、立山の新雪をイメ

ージした白い車両に 7 色のアクセントカラーという

提案をしたところ、高校生の間で「赤い車両に乗

ると恋が叶う」と広まるなど色々な反響があり、嬉し
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かった。駅の広告も富山のデザイナー14 人で各

駅を担当してもらい新しい型の広告を作った。企

業も小さく広告性のない広告にスポンサーがつく

か心配したが、行政の考えに賛成、協力してくれ

る太っ腹な企業が富山には沢山あった。地元の

高校生にキャラクターを作ってもらったり、女子高

校生にバレンタインデーの日に車両を包んでもら

うなど、色々な活動の受け皿になっている。二周

年のときも市民からたくさんの写真を公募してラッ

ピングに貼った。すると LRT の会社に「うちの子

はどの車両に貼ってあるの?」「ポスターもいくら出

してもいいから孫のために売ってほしい」など、多

くの反響があった。環状線では黒い電車をどうし

ても走らせたく、批判もあったが実現してみると開

業日には待つ人の長蛇の列ができた（Fig.16）。

桜の頃には桜のデザインなど色々なことをやって

いるので一度富山に来てほしい。 

 
Fig. 16 

 ディスカッション 

ディスカッションでは、いかにまちの風景を変える

か、についての島津氏と西村氏の考えが紹介さ

れた。島津氏は「黒色だと結婚式などおもてなし

の時に使える車両となる」、西村氏からはシャッタ

ー街がひろがる風景の中で、駐車場が原っぱに

なったことは多くの市民に支持され、アンケートで

は 9 割以上の人が「原っぱを残してほしい」と答え

たことが紹介された。また、西村氏からは地元の

企業や関係者にメリットがある仕組みを作らなけ

ればいけない、という視点が出されたが、島津氏

は 50 万円出せる企業、5 万円出せる企業、高校

生はワンコインなど、色々な巻き込み方があるとの

補足があった。 

最後に「若い人たちにどのような仕事をしてほしい

か」と問いかけをしたところ、島津氏は「行政の中

にデザインというカテゴリーできちんとお金が流れ

る仕組みがないので、20 代 30 代の人に頑張って

ほしい」、西村氏からは「専門の分野の中だけで

仕事を突き詰めるのだけではなく、まち全体にど

のような波及があるかを幅広い視点から考えてほ

しい」との熱いメッセージがあり、盛況のうちにセッ

ションは終了した。 

（モデレーター＝太田浩史） 
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教育・ワークショップでデリバリーする：加藤文俊×河田祥司 

 発表者プロフィール 

加藤 文俊 

慶應義塾大学環境情報学部教授。専門はコミュ

ニケーション論、メディア論、定性的調査法。

2003 年から「場のチカラ プロジェクト」を主宰。こ

こ 5 年ほどは、学生たちとともに、柴又、金沢、首

里、上山などで「キャンプ」と呼ばれるワークショッ

プ型のフィールドワークを進めている。 

河田 祥司 

香川大学教育学部付属高校小学校教諭。玉川

大学通信教育課程にて小学校教育の免許を取

得し、香川県の公立小学校教員を経て、現在に

至る。「子どもの参画」を命題とし、まちづくり教育

を通して社会に参画できる子どもの姿を世に提案

し続けている。 

 フィールドワーク＆まちのメディア化 

発表者 加藤 文俊 

大学生とまちに出かけて「キャンプ」と称するプロ

ジェクトを全国各地で行っている。学生がまちを歩

いて取材をし、大学に戻ってレポートを書くのでは

なく、その場で成果物を作成し地元にプレゼンテ

ーションをするという形態で実施している。成果物

は様々だが、例えば取材した相手のポスターをつ

くる（Fig.17）。このポスターを取材した学生と取材

された人が一緒に見ることでまちの感じ方やコミュ

ニケーションのかたちが変化する。このように取材

した内容をまちに返すことで、双方向のコミュニケ

ーションが誘発され、人とまちとの相互関係をつく

ることができているのではないか。「キャンプ」は短

期間で 47 都道府県を巡るように実施している。一

方で、一ヶ所で継続的に実施するモデルとして

「三宅島大学」というプロジェクトにも取り組んでい

る。 

 
Fig. 17 

 初等教育における観光まちづくり教育 

発表者 河田 祥司 

小学生がまちをどのように感じ、そこからまちにど

のように関わることができるかを総合学習の時間

を活用して実践を行っている。ただ単に既存のイ

ベントに「参加」するのではなく、子どもたちが実
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際にまちを歩いて感じたことを起点に、どのように

まちに「参画」することができるかという、計画から

実践までを体験させるようなカリキュラムをつくって

いる（Fig.18）。また、まちの人にとっても、行政に

とっても、教育にとってもメリットのある「三方よし」

の関係性をつくることにも配慮している。子どもは

常に良い潤滑油として地域の関係性を築くことが

できる存在となり得る。その仕組みづくりを教育の

中でどう位置付けるのかが重要である。子どもた

ちが主体となってまちに働きかけることで様々なメ

ディアに取り上げられることも多く、子どもたちはメ

ディアを通して自分たちがまちの役に立っている

ということを実感できる。 

 
Fig. 18 

 ディスカッション 

ディスカッションでは、教育を通じた学生と地域へ

のデリバリーの仕組みづくりについての議論を行

った。加藤氏からは「地域から直接のリアクション

をもらうと言うことは、地元の市役所の広報を刺激

する役割がある」との意見が出された。また、河田

氏からは「子どもが主体的に関わることで子どもで

もできるんだというモチベーションの向上や子ども

の素直な意見による慣例などの弊害を解消するき

っかけ」が生まれることでまちが変わって行くという

指摘がなされた。また、このような教育のために伝

えるためのメディアを工夫することや伝わりやすい

ネーミングを考えることの重要性について確認さ

れた。最後に「教育はシビックプライドの根底を支

えるものである」ことが共有され、継続的な取り組

みを行うことの重要性が示された。 

（モデレーター＝武田 重昭） 
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行政の立場でデリバリーを編集する：椿辰一郎×長谷部文子 

 発表者プロフィール 

椿 辰一郎 

北九州市役所職員。1997 年に入職、主に都市イ

ンフラ（下水道・空港・産業団地等）を司るセクショ

ンを歴任し、2009 年よりシティプロモーション首都

圏本部にて、北九州市に関する情報発信や北九

州市と繋がりある企業・期間などとの連絡調整を

行う。 

長谷部 文子 

四国経済産業局 広報・情報システム室 広報係

長。香川県高松市生まれ。2001 年経済産業省四

国経済産業局入局。2004 年商業振興室及流通・

サービス産業室に配属。2006 年に企画課に配属。

2009 年から現職。 

 門司港レトロが紡ぐ地域ブランド 

発表者 椿 辰一郎 

かつて貿易港として栄えた北九州市の門司港を

ウォーターフロントとして開発した「門司港レトロ」

事業は 1995 年に完成した。当初は観光客が急

増したが、ハコモノだけなのでその後観光客数は

減少。それが再増加に転じたのは、自然発生的

に民間の動きが生まれたため。 

ご当地ヒーロー「バナナマン」、トロッコ列車の脇に

延々と花を植える人、民間ボランティアによるまち

案内、まかない飯から派生した焼きカレー、港町

の古いイメージを活かした裏路地ツアーなどが盛

んになってきた。こうした様々なヒューマンリソース

（Fig.19）が、門司港に来る観光客を吸着し、滞在

時間増やリピーター増に結びついた。行政がイベ

ントで公共投資を続けていくのは不可能だが、民

間の多彩な「役者」とのパートナーシップで両輪が

繋がって、良いまちになっている。 

東京に来てからは自分の居住地でヒューマンリソ

ースを探すことにした。まちのなかでバーベキュー

大会やゲリララジオ体操などを開催し、ヒューマン

リソースを探し、つなげ、活かしていくチャレンジを

している。こうした経験を、環境をブランドとするシ

ビックプライドを高める北九州市のチャレンジに活

かしていきたい。都市のブランドを仕掛けることは、

PRではない。行政だけでなくヒューマンリソースを

活かしていきたい。 

 
Fig. 19 

 CIVIC PRIDE 四国―国づくりの漢方薬 

発表者 長谷部 文子 

四国経済産業局は経済産業省の四国ブロックで、
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国の地方出先機関なので、国としての視野を持ち

つつ地域の現場にフォーカスするような複眼的思

考で活動している。四国は GDP が日本の約 3%
だが、それぞれ幸せに暮らしている。人口減少・

高齢化・過疎化が全国に先行して起こり、大都市

がない唯一の地方でもある四国の中に、むしろ日

本のヒントがあるのではないか。 

「CIVIC PRIDE 四国」事業は、大都市圏とは異

なる四国ならではの物差し・価値軸を探すもの。

それは、地域を構成する多様な人々が自ら気付

き発見し自分たちの言葉として共有されるもので

あって欲しい。行政は黒子としてその場づくりをす

る。その 4 つの仕掛け（Fig.20）を紹介する。「四

国らしさってなんだろう? ノート」は、紙メディアで、

四国らしさを訴えるのではなく、読み手に委ねる

作りになっている。「四国で“暮らし”と“仕事”を考

える」という合宿フォーラムは、リアルメディアで、

高知県と香川県で開催。今後地域を引っ張って

いく若い人たちが実行委員になり、企画プロセス

自体がフォーラムといえるものだった。「しこく編集

学校」はリアルメディアで、いくつかのテーマを用

意し、地域の編集力について話し合った。これは

出会いをつくり思考をシャッフルする場といえる。

まもなくオープンする「四国びと」はウェブメディア

で、企業や地域の四国らしい営みを掲載する。見

た人が四国らしさを考え始め、自分たちのまちを

振り返るきっかけになって欲しい。 

 
Fig. 20 

 ディスカッション 

ディスカッションでは、椿氏（自治体職員）と長谷

部氏（国の出先機関職員）とでは立場が異なるた

め、それぞれの意見を伺うかたちとなった。門司

港での住民意識の変化について、椿氏は「裏路

地に観光客が入ってくるようになり、普段の生活が

観光客に喜ばれる。まちのイメージが良くなって

いくことと、見られることの嬉しさやわくわくする気

持ちが市民に拡散していったように思う」と述べた。

地方都市での人材発掘について、長谷部氏は

「地方はマーケットが小さいゆえに、編集力やデ

ザイン力を持った人材が不足している。そうした職

能の人たちをプロジェクトベースで呼ぶだけでなく、

そこでの暮らしの豊かさに共感し、自然に友達が

でき、プライベートでも訪れるようになるような状況

をいかにつくりだすかが大事」と述べた。行政の役

割については、椿氏からは「行政はお金を使って

公共事業をして、事業が完了すれば終わりという

システム。市民をはじめとする民間のプレイヤーと

連携しながら持続的に、行政も中から柔軟に変え

ていけないかと考えている」、長谷部氏からは「要

は社会に出来事が起こっていけば良い、誰かが

起こしていけば良いので、行政も民間の様々なプ

レイヤーも互いに敬意を持ち合って、ともに考え

ていくことから始まる」との意見が出された。 

（モデレーター＝伊藤香織） 
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閉会のあいさつ 

第１回シビックプライド会議が無事に終了して、ほ

っとしております。シビックプライド研究会でずっと

何かやりたいとあれこれと考えておりましたけれど、

会議をしようと思い立ってから３、４ヶ月色々と考え

て、こんなにたくさんの方に来ていただいて、こん

なにたくさんのお話を聞くことができて、こんなに

楽しい会でありましたことを、本当にみなさまに感

謝しております。 

 

この会議がつながりをつくる機会になれればと思

っておりましたが、なれるような気がして、うれしく

思います。東京も郊外も地方も地方の田舎町も、

色々な形で、色々な営み、つながり、デザインがこ

れからたくさんできてくるといいなと思っています。

みなさん、頑張りましょう。今日は本当にありがとう

ございました。 

紫牟田伸子（シビックプライド研究会） 
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